
 

 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立狭山工業高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 誠実で創造性に富み、ものづくりを通してよりよい未来を実現する技術者を育成する工業高校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 学習習慣の確立や学習指導と評価の改善を通じて、確かな学力を育成する。 

２ 保護者と連携して、規律ある高校生活を実現するとともに、生徒一人一人を大切にした生徒指導を推進する。 

３ 地域への情報発信や連携を通じて、地域に根ざした学校づくりを推進する。 

４ キャリア教育の充実やものづくりの技術・技能の向上、資格取得を推進し、生徒の進路希望を実現させる。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者   名 

    生徒      名 

   事務局(教職員)  名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月   日  現 在 ）  実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

・観点別評価を意識した授業展開が進

められている。２年目となるＤＸハイ

スクールの取組をはじめ、さらに主体

的・対話的で深い学びに対応した教育

活動を通じて、産業界の求める人材を

育む指導を進めていく必要がある。 

・ＢＹＡＤによる一人一台ＰＣの活用

はなされているが、生徒が主体的に活

用し、確かな学力を身に付けさせるた

めの効果的な活用につなげていく必要

がある。 

・３つの評価の観点や日

本のものづくりの文化を

意識した授業展開を行

い、評価活動を行った

か。 

・ＢＹＡＤによる一人一

台ＰＣを効果的に活用

し、ＩＣＴを積極的に活

用する生徒を増やせた

か。 

・指導と評価の一体化を進め、

「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組

む態度」を踏まえた評価を実施

する。 

・導入される「リアルタイム学

習支援アプリ」をはじめ、生徒

の主体的な学びを支えるＩＣＴ

の活用を図る。 

・成績優良者の割合を前年度

度以上、成績不振者の割合を

前年度以下、成績不振が要因

の転退学者の減少 

 

 

・生徒アンケートの「一人一

台ＰＣを十分に活用してい

る」の割合が８０％以上 

 

 

 

 

 

２ 

・生徒の基本的生活習慣や規律は生徒

に浸透している。今後はさらに生徒が

主体的に学校生活を送っていくために

生徒個々の状況に対応した指導を進め

ていく必要がある。 

・家庭における学習時間はほぼ変わっ

ていない。一方でゲームやスマートフ

ォンを使用する時間が長くなってお

り、保護者との連携が課題になってい

る。 

・生徒の主体性・自立性

が高まっているか。 

 

 

 

・家庭での学習習慣が定

着しているか。 

 

・狭工私服ＤＡＹの取組や学校

行事等を通して、生徒の自主

性・自立性を高め、学校生活に

前向きに取り組んでいけるよう

にする。 

・定期考査前だけでなく、日常

的に生徒が家庭学習に取り組も

うとする意識を醸成し、定着を

図る。 

・生徒アンケートの「本校で

のルールをしっかり守れてい

る」の割合が８０％以上 

 

 

・保護者アンケートの「家庭

での学習時間が増加してい

る」の割合が５０％以上 

 

 

 

 

 

３ 

・地域社会との連携を進めていくとと

もに、様々な方法で情報発信を積極的

に行っている。今後は本校の魅力をよ

り広く伝えていく必要がある。 

・全学科で新入生が定員に満たない状

況が続いている。効果的な生徒募集の

手立てに見直す必要がある。 

・地域に根差した教育活

動をさらに進められた

か。 

 

・入試倍率を上げ、定員

を確保することができた

か。 

 

・地域における様々なイベント

への参加等の機会を活用して、

本校の魅力を広く広める。 

・ＨＰやＳＮＳへの日々の教育 

活動の掲載を継続し、また、学

校説明会、体験入学等を見直し

て、保護者や中学生のニーズに

沿った情報提供を効果的に行

う。 

・参加したイベント数と参加

生徒の増加 

 

 

・ＨＰ更新回数の 

増加、全学科入試倍率１．０

倍以上 

 

 

 

 

 

４ 

・就職、進学ともに進路決定率が高い

水準（１００％）を維持できている。

特に就職はいわゆる売り手市場である

状況を踏まえ、早い段階から生徒自ら

が望む進路実現に向けて指導を進める

必要がある。 

・生徒一人一人が自己実現に向けて生

徒個々が、いつ何をしておくかの意識

をもって、資格取得やコンテスト等に

取り組ませる必要がある。 

・生徒自身が自ら望んで

いる進路実現をかなえて

いるか。 

 

 

・資格取得やコンテスト 

等に取り組んだ生徒を増

やすことができたか。 

・希望する進路を実現させるた

めに、様々な機会を通して進路

選択につながる課題等を与え、

生徒が自ら積極的に取り組む環

境を整えていく。 

・資格取得やコンテスト等に 

関する情報を積極的に提供 

し、あわせて参加する生徒の活

動を多方面から支援していく。 

・生徒アンケートの「自分の

進路決定に満足している」の

割合８０％以上、「やりたい

ことがはっきりしている」の

割合５０％以上 

 

・資格を取得した・コンテス

トに参加した生徒数（割

合）、生徒アンケートの「い

ろいろな資格や検定に挑戦し

ている」の割合４０％以上 

 

 

 

 

 

 

 


